
ｒ
Ｉ
ｉ
ｉ
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』
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”

　
　
一
九
三
五
・
五
・
瓶
7
5
）
で
三
光
町
佐
知
、
宇
佐
市
山
口
、

　
　
豊
後
高
田
市
、
杵
築
市
、
大
分
市
の
野
田
・
宗
方
・
胡
麻
鶴

　
　
等
の
谷
筋
産
地
を
あ
げ
て
い
る
。

６
　
編
組
統
一
用
語
は
、
そ
の
後
次
の
図
書
で
複
製
さ
れ
た
。

　
　
日
本
工
芸
技
術
協
会
「
編
組
」
デ
ザ
イ
ン
資
料
　
昭
和
5
3

　
　
年
３
月

地
頭
竃
門
氏
に
つ

　
「
内
竃
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
名
字
が
あ
る
。
亀
川
に
あ
る
国

立
別
府
病
院
　
・
亀
川
小
学
校
　
・
亀
川
駅
な
ど
新
川
以
北
は
ほ

ぽ
大
宇
内
竃
で
あ
る
。
此
処
の
地
名
は
本
来
は
「
内
竃
門
」
で
あ

っ
た
。
そ
の
地
名
の
意
味
す
る
の
は
古
代
：
甲
世
と
宇
佐
ハ
幡
の

神
宮
寺
で
あ
る
弥
勒
寺
の
荘
園
で
あ
っ
た
「
竃
門
荘
」
の
中
央
部

に
位
置
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
か
っ
て
、
鎌
倉
・
室
町
・
戦
国
時
代
に
か
け
て
こ
の
竃
門
荘
を

中
心
に
勢
力
を
張
っ
た
豪
族
竃
門
氏
や
竃
門
荘
に
つ
い
て
考
え
を

７
　
四
海
波
は
、
毎
年
四
月
上
旬
朝
見
神
社
の
拝
殿
で
行
う
竹
ま

　
　
つ
り
の
「
献
簑
の
儀
」
に
使
う
た
め
神
楽
殿
で
白
装
束
の
工

　
　
人
が
青
竹
で
作
る
四
つ
目
底
の
大
型
カ
ゴ
で
す
。
又
観
光
宣

　
　
伝
の
竹
カ
ゴ
教
室
で
ミ
ニ
チ
ャ
ー
の
四
海
波
か
教
材
に
な
っ

　
　
て
い
ま
す
。

い

て

述
べ
て
み
た
い
。

土
　
屋
　
公
　
照

寵
門
荘
の
成
立

　
源
平
の
争
乱
を
書
い
た
「
元
暦
文
治
記
①
」
と
い
う
本
の
中
に

竃
門
荘
の
成
立
に
つ
い
て
、
次
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
一
寺
領
之
事
　
豊
後
国
南
北
浦
部
十
八
ケ
所
　
此
内
竃
門

　
　
荘
百
町
者
　
聖
武
天
皇
天
平
勝
宝
元
年
己
丑
六
月
二
十

　
　
日
被
載
宸
筆
御
起
請
文
畢
　
最
初
御
奉
寄
之
間
　
異
干
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他
寺
領
也

つ
ま
り
、
竃
門
荘
は
、
宇
佐
弥
勒
寺
領
の
内
で
も
、
聖
武
天
皇
の

御
起
請
文
に
よ
り
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
、
他
の
寺
領
の
荘
園
と
成

立
が
異
な
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
起
請
文
は
「
ハ
幡
宇
佐

官
御
託
宣
集
」
に
、
聖
武
天
皇
が
天
平
感
宝
元
年
（
七
四
九
）
「
弥

勒
寺
学
分
と
し
て
綿
一
万
屯
・
稲
十
万
束
・
墾
田
百
町
歩
を
寄
進

し
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、
月
日
を
同
じ
く
し
て
、
「
毎
年
八
幡
封

民
一
人
（
天
慶
三
年
以
降
三
名
）
を
太
宰
府
観
世
音
寺
で
得
度
さ

せ
て
、
宇
佐
八
幡
の
神
宮
寺
で
あ
る
弥
勒
寺
に
入
れ
」
る
よ
う
取

り
は
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
竃
門
荘
は
、
弥
勒
寺
の
社
僧
を
宇

佐
氏
族
か
ら
養
成
す
る
た
め
の
学
費
を
賄
う
た
め
に
寄
進
さ
れ
た

荘
園
で
あ
る
。
朝
廷
の
後
押
し
で
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け

て
成
立
す
る
荘
園
を
「
初
期
荘
園
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
特
に
天

平
勝
宝
（
七
四
九
）
よ
り
神
護
景
雲
（
七
六
九
）
頃
は
、
朝
廷
の

仏
教
興
隆
政
策
と
結
び
付
い
た
寺
院
が
積
極
的
に
在
地
進
出
を
行

な
っ
て
い
る
時
期
で
あ
り
、
竃
門
荘
も
こ
の
系
列
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
も
し
、
そ
う
だ
と
す
る
と
竃
門
荘
は
豊
前
・
豊
後
を
通

し
て
最
初
の
荘
園
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
竃
門
荘
の
広
さ
で
あ
る
が
、
弘
安
八
年
（
こ
一
八

五
）
作
成
の
土
地
台
帳
「
豊
後
国
図
田
帳
②
」
に

　
竃
門
荘
八
十
町

　
　
　
地
頭

　
　
本
荘
五
十
三
町
　
御
家
人
竃
門
又
太
郎
貞
継
法
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
名
　
道
善

　
　
小
坂
村
十
七
町
　
大
将
家
法
花
堂
別
当
僧
都
　
御
房

　
　
平
湯
立
小
野
村
十
町
　
鶴
見
村
加
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
兵
庫
入
道
殿

と
あ
り
、
お
よ
そ
北
側
は
別
府
市
小
坂
、
日
出
町
小
浦
。
南
側
は

鉄
輪
、
平
田
の
範
囲
が
竃
門
荘
の
荘
域
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

奪
門
氏
と
は
者
か

　
竃
門
氏
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
大
神
説
と
宇
佐
説
の
二
脱
か
あ

る
。

　
ま
ず
、
大
神
説
は
、
江
戸
時
代
後
半
に
書
か
れ
た
「
豊
後
国
図

田
帳
考
証
」
で
著
者
の
後
藤
碩
田
が
述
べ
た
説
で
、
竃
門
氏
と
し

て
最
初
に
出
て
く
る
竃
門
貞
継
の
「
貞
」
の
宇
を
大
神
氏
が
多
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
竃
門
は
大
神
氏
族
也
、
系
不
祥
」
と
し
て

い
る
。
速
見
郡
に
多
い
大
神
氏
を
本
姓
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
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か
。

　
い
ま
ひ
と
つ
の
宇
佐
説
は
、
「
宮
師
文
書
」
の
竃
門
飛
騨
守
宇

佐
宿
禰
繁
継
や
「
杵
原
八
幡
宮
文
書
」
の
竃
門
右
京
亮
宇
佐
宿
禰

鑑
述
な
ど
は
宇
佐
の
出
身
で
、
そ
れ
ぞ
れ
豊
後
一
宮
由
原
宮
の
神

宝
調
達
役
と
し
て
宇
佐
官
と
の
つ
な
か
り
も
深
く
、
仏
神
事
に
造

詣
が
深
か
っ
た
の
で
宇
佐
宿
禰
を
名
の
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
こ
の
二
説
は
い
ず
れ
も
根
拠
か
薄
く
俄
か
に
肯
定
し

に
く
い
。

　
竃
門
荘
の
地
頭
職
に
関
す
る
史
料
の
初
見
は
、
建
久
八
年
（
一

一
九
八
）
作
成
と
推
定
さ
れ
る
土
地
台
帳
「
建
久
図
田
帳
③
」
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
竜
門
氏
の
姓
は
な
く
、

　
竃
門
郷
　
百
余
町
　
弥
勒
寺
領
　
預
所
　
座
禅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
頭
　
漆
嶋
定
房

と
あ
り
、
地
頭
は
漆
嶋
氏
で
あ
る
。
こ
の
漆
嶋
氏
と
竃
門
荘
の
結

び
付
き
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
漆
嶋
氏
は
、
宇
佐
ハ
接
客
の
ハ
幡
神
の
成
立
以
前
に
宇
佐
神
と

合
流
し
た
香
春
神
を
杷
り
、
豊
前
地
方
の
開
発
に
貢
献
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
渡
来
人
系
辛
島
氏
の
後
裔
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え

る
。

　
荘
園
の
開
発
は
、
た
ん
に
土
地
を
占
有
す
る
だ
け
で
は
成
り
立

た
な
い
・
三
世
一
新
の
法
に
も
「
溝
池
を
造
り
開
ｔ
を
営
む
者
有

ら
は
」
と
あ
る
よ
う
に
、
水
利
潅
漑
・
圃
場
工
事
や
倉
皇
の
建
築

な
ど
の
大
規
模
な
工
事
か
必
ず
要
請
さ
れ
る
。
百
町
歩
に
わ
た
る

墾
田
の
開
発
は
当
時
に
あ
っ
て
は
難
工
事
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
技
術
者
・
責
任
者
と
し
て
宇
佐
よ
り
漆
嶋
氏
が
派
遣

さ
れ
た
こ
と
は
考
え
る
に
か
た
く
な
い
。

　
漆
嶋
氏
は
竃
門
荘
の
開
発
に
業
績
を
挙
げ
、
土
着
し
て
強
大
な

権
力
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
建
久
の
図
田
帳
が
作
成
さ
れ
た
頃
は
、
鎌
倉
幕
府
の
勢
力
か
着

々
と
九
州
の
地
に
進
出
し
て
来
る
時
期
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
幕
府
は
平
氏
の
有
力
家
人
で
あ
っ
た
者
に
対
し
て
は

所
領
を
没
収
し
、
在
地
の
中
小
士
族
に
対
し
て
は
寛
大
な
処
置
で

家
人
化
政
策
を
と
り
、
「
鎌
倉
幕
府
の
鎮
西
支
配
体
制
が
安
定
確

立
し
た
時
期
は
建
久
年
間
で
あ
っ
た
⑤
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
漆
嶋
氏
も
こ
の
時
期
に
鎌
倉
殿
の
御
家
人
に
な
り
、
地
顕
職
に

取
り
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
約
九
十
年
後
の
「
弘
安
図
田
帳
（
一
二
八
五
）
」
に

　
竜
門
荘
八
十
町
　
弥
勒
寺
領
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地
頭

本
荘
五
十
三
町
　
御
家
人

竃
門
又
太
郎
貞
継

　
　
　
　
　
法
名
　
道
善

と
あ
る
よ
う
に
竃
門
荘
の
地
顕
職
の
姓
か
「
漆
嶋
」
よ
り
「
竃
門
」

に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
豪
族
開
の
禅
譲
あ
る

い
は
抗
争
の
記
録
や
伝
承
も
な
い
の
で
、
姓
の
み
漆
嶋
氏
よ
り
竜

門
氏
へ
と
移
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
弘
安
の
頃
は
元
寇
を
さ
か
い
と
し
て
幕
府
の
権
力
が
動
揺
し
、

所
領
に
対
す
る
御
家
人
の
強
い
執
着
が
顕
著
に
な
り
、
地
顕
職
漆

嶋
氏
が
本
拠
竃
門
荘
の
地
名
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

龍
門
氏
の
拠
所

　
五
山
文
学
新
集
⑥
　
東
海
一
渦
集
　
海
眼
庵
記
に
、
五
山
文
学

の
隆
盛
の
基
を
築
い
た
中
岩
円
月
が
、
豊
後
で
漆
嶋
氏
の
僧
閑
慧

と
い
ろ
い
ろ
話
し
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
…
…
置
隆
国
府
　
府
之
東
　
沿
海
有
邑
　
日
竃
門
　
為
宇

　
　
佐
官
祭
把
烹
紅
之
所
也
　
邑
之
上
游
有
山
　
名
菓
室
　
又

　
　
称
羽
　
蓋
以
倭
俗
呼
羽
為
菓
也
　
漆
嶋
氏
世
居
焉
　
羽
室

　
　
山
有
権
雁
　
名
日
海
眼
　
不
知
何
年
誰
創
焉
　
漆
嶋
氏
之

　
　
子
　
有
閑
慧
在
此
　
以
肺
元
弘
・
建
政
之
乱
　
　
…
…
…

大
意
は
、
「
…
…
国
府
の
東
（
北
）
、
海
に
面
し
て
村
が
あ
り
、

竃
門
と
い
い
、
字
佐
官
祭
典
の
御
供
料
を
出
す
所
で
あ
る
。
村
の

上
に
山
か
あ
り
羽
室
又
葉
室
と
い
い
、
こ
の
名
は
昔
か
ら
使
わ
れ

て
い
る
。
こ
こ
に
漆
嶋
氏
か
住
ん
で
い
’
る
。
こ
の
羽
室
山
に
庵
か

あ
り
名
を
海
眼
と
い
い
、
何
時
誰
が
建
て
た
か
分
か
ら
な
い
。
今

は
漆
嶋
氏
の
一
人
間
慧
と
云
う
者
が
剃
髪
し
て
此
処
に
住
ん
で
い

て
、
元
弘
・
建
政
の
乱
を
避
け
て
い
る
。
…
」

　
こ
の
、
海
眼
庵
記
に
よ
る
と
、
竃
門
荘
内
の
羽
室
に
漆
嶋
氏
が

代
々
住
ん
で
い
て
、
そ
の
Ｔ
入
が
僧
と
な
り
海
眼
と
云
う
庵
を
結

ん
で
い
る
と
云
う
。
こ
の
こ
と
は
、
羽
室
の
台
地
に
竃
門
氏
の
居

城
か
あ
っ
た
と
云
う
伝
承
と
合
致
し
、
此
処
に
は
ま
た
竃
門
氏
の

墓
地
も
あ
る
。

　
庵
に
つ
い
て
は
、
別
府
市
小
字
図
を
見
る
と
小
字
羽
室
に
東
接

し
て
「
大
恩
寺
」
と
云
う
小
字
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た

　
『
豊
陽
古
事
談
』
に
は
、
「
羽
室
山
多
恵
寺
」
と
云
う
寺
か
あ
る

か
、
縁
起
に
は
、
在
速
見
郡
竜
門
荘
野
田
村
葉
室
山
上
、
此
寺
養

老
中
仁
聞
菩
薩
所
創
也
、
と
あ
り
大
恩
寺
と
多
恵
寺
と
は
同
一
で
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羽室台御霊社寵門氏墓地
　　　　　　　　(右端道善の墓)

は
な
い
か

と
思
わ
れ

る
。
筆
者

中
岩
円
月

和
尚
か
訪

れ
た
で
あ

ろ
う
「
海

眼
庵
」
と

は
こ
れ
を

指
し
、
閑

慧
は
此
処

で
漆
嶋
氏

　
（
竃
門
氏
）

の
先
祖
供

養
を
し
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
竃
門
荘
の
地
頭
竃
門
氏
の
出
自
は
、
高
度
の
土
木
技
術
を
持
っ

た
渡
来
人
集
団
の
り
Ｉ
ダ
ー
で
、
弥
勒
寺
に
下
賜
さ
れ
た
荘
園
開

発
の
た
め
、
宇
佐
よ
り
派
遣
さ
れ
た
辛
晶
系
漆
嶋
氏
で
あ
ろ
う
。

　
漆
嶋
氏
は
土
着
し
て
在
地
支
配
権
を
握
り
勢
力
を
仲
ば
し
、
や

が
て
、
武
家
社
会
の
到
来
と
と
も
に
御
家
人
竃
門
氏
と
な
り
、
守

護
大
友
氏
の
被
護
を
う
け
竃
門
荘
で
権
力
を
振
る
っ
た
の
で
あ
ろ

竃
門
氏
の
動
き

　
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
、
山
香
郷
の
花
嶽
で
南
朝
方
が
挙
兵

し
た
。
こ
の
時
、
北
朝
方
の
大
友
一
族
田
原
氏
能
ら
が
駆
け
付
け

攻
略
し
た
が
、
こ
の
田
原
軍
に
竃
門
彦
次
郎
・
彦
三
郎
か
従
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

彦
次
郎
が
左
腕
と
肩
に
、
彦
三
郎
は
頭
に
傷
を
負
っ
て
い
る
。
　
　
3
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
江
文
書
）

　
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
大
友
氏
を
二
分
す
る
争
乱
か
あ
っ
た
。

姫
岳
（
臼
杵
・
津
久
見
の
境
）
に
箭
城
す
る
大
友
持
直
（
十
二
代
）

軍
と
、
こ
れ
を
攻
め
る
親
綱
（
十
三
代
）
軍
が
戦
っ
た
。
両
軍
に

は
父
子
・
兄
弟
、
あ
る
い
は
一
族
が
敵
味
方
に
分
れ
参
戦
し
た
が
、

竜
門
氏
の
動
向
に
つ
い
て
、
親
綱
軍
の
姫
山
着
到
次
第
に
は
「
竃

門
松
徳
丸
代
」
と
の
み
あ
る
。
父
親
が
一
族
を
引
き
連
れ
て
持
直

軍
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
攻
め
る
親
綱
軍
に
は
、
松

徳
丸
を
振
り
当
て
た
が
、
お
そ
ら
く
松
徳
丸
が
幼
少
の
た
め
代
人



を
指
し
む
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
家
名
保
持
の
た
め
と
は
言
え
竃
門

氏
の
苦
慮
の
あ
と
が
み
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
大
友
家
文
書
）

　
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
七
月
島
津
氏
の
大
軍
が
筑
前
に
押

し
寄
せ
た
。
五
万
の
島
津
軍
に
囲
ま
れ
た
太
宰
府
岩
屋
城
の
守
り

は
、
城
主
高
橋
紹
運
を
始
め
僅
か
七
百
六
十
人
ほ
ど
で
、
激
戦
の

す
え
全
員
城
を
枕
に
討
死
に
し
た
。
こ
の
中
に
高
橋
越
前
守
が
い

る
。
こ
の
越
前
守
は
、
元
竃
門
勘
解
由
允
で
あ
る
か
天
正
十
三
年

に
大
友
義
統
よ
り
高
橋
紹
運
の
名
字
を
い
た
だ
き
、
高
橋
に
改
め

る
こ
と
を
許
さ
れ
越
前
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
子
息
に
竃

門
典
楽
允
が
い
て
、
義
統
よ
り
父
越
前
守
の
跡
目
と
し
て
筑
後
国

の
領
地
の
相
続
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
典
楽
允
が
後
の
竃
門
土
佐

入
道
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
子
息
で
あ
ろ
う
小
治
郎
と
共
に
朝
鮮
に

出
陣
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
友
家
文
書
）

　
ま
た
、
慶
応
四
年
竃
門
八
幡
宮
の
神
社
取
調
帳
⑦
に
「
弘
安
ノ
頃

竃
門
ト
申
ス
社
家
有
之
候
へ
共
国
主
大
友
家
二
仕
へ
　
大
正
十
四

年
十
二
月
戸
次
川
ノ
戦
二
出
陣
シ
　
長
倉
我
部
信
親
な
ど
卜
共
二

討
死
ス
ト
聞
及
申
候
」
と
も
あ
る
。

消
え
た
麹
門
氏

　
文
録
二
年
（
一
五
九
三
）
朝
鮮
の
役
で
の
失
敗
に
よ
り
大
友
氏

は
除
国
と
い
う
結
果
に
な
る
か
、
大
友
氏
と
共
に
竃
門
氏
も
忽
然

と
消
え
て
し
ま
う
。

　
た
だ
、
竃
門
氏
を
偲
ぶ
よ
す
か
と
し
て
、
居
城
か
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
羽
室
台
の
「
御
霊
社
」
の
裏
て
に
竃
門
又
太
郎
貞
継
法

師
道
善
の
墳
墓
を
は
じ
め
と
す
る
墓
地
か
あ
る
。

　
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
書
か
れ
た
『
豊
後
国
志
』
に

　
源
為
朝
妻
妾
墓

　
在
竃
門
荘
野
田
村
葉
室
山
　
古
石
塔
十
二
列
立
其
制
皆
同

　
相
　
伝
此
地
為
朝
館
址
　
其
石
皆
群
妾
乃
墓
也

と
あ
り
、
葉
室
台
地
は
為
朝
の
居
館
祉
で
あ
り
、
そ
こ
に
妻
妾
の

墓
か
あ
る
と
書
い
て
あ
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
年
の
「
御
越
村
社

寺
調
査
帳
⑧
」
に
は
、
保
元
元
年
十
一
月
奉
杷
ト
古
老
ノ
ロ
碑
二

伝
ウ
…
」
と
し
て
、
御
霊
社
の
祭
神
が
源
為
朝
あ
り
、
ど
う
じ
に

竜
門
氏
の
墓
塔
群
を
為
朝
十
二
妃
の
墓
と
す
り
変
え
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
古
来
、
憤
死
な
ど
非
業
の
死
を
遂
げ
た
者
の
死
霊
か
、
怨
霊
と

な
り
疫
病
・
天
災
・
虫
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
タ
タ
リ
を
な
す
と
考

え
、
御
霊
を
祭
り
鎮
め
る
と
い
う
御
霊
信
仰
か
あ
っ
た
。
忽
然
と

37－



し
て
消
え
た
竃
門
氏
の
末
期
に
、
怨
霊
と
な
る
よ
う
な
不
吉
な
伝

承
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
鳥
居
、
燈
簑
、
水
船
の
銘
文
に
よ
る

と
、
享
保
年
間
に
野
田
村
一
村
を
挙
げ
て
竃
門
氏
の
墓
所
に
御
霊

社
を
創
建
し
た
よ
う
で
あ
る
⑨
。
当
時
、
度
々
襲
っ
た
ウ
ン
カ
の
虫

害
の
タ
タ
リ
を
鎮
め
る
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
「
御
霊
社
」
と
祭
神
源
為
朝
の
取
り
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
源

為
朝
が
地
頭
竃
門
氏
の
主
筋
に
あ
た
る
源
氏
の
祖
で
あ
り
、
し
か

も
庶
民
の
英
雄
で
あ
る
為
朝
が
、
怨
霊
析
吠
に
は
最
も
ふ
さ
わ
し

い
祭
神
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
①
　
中
山
重
記
氏
は
こ
れ
に
よ
り
墾
田
の
施
入
地
を
竃
門

荘
と
し
た
。

②
⑧
大
分
県
史
料
１
・
3
6

④
　
中
野
幡
能
著
「
八
幡
信
仰
の
研
究
」

　
　
宇
佐
市
史
刊
行
会
「
宇
佐
の
歴
史
」

⑤
　
瀬
野
精
一
郎
著
「
鎮
西
御
家
人
の
研
究
」

⑥
　
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
か
ら
一
年
間
大
分
の
万
寿
寺

　
の
住
持
と
な
る
。

⑦
　
土
屋
内
彦
書
　
筆
者
蔵

⑧
　
土
屋
範
二
書
　
筆
者
蔵

⑨
　
べ
っ
ぶ
の
文
化
財
『
羽
室
御
霊
社
の
塔
を
め
ぐ
っ
て
』

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
↑
ヤ
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
↑
中
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡

文
書
の
解
読

西
国
筋
郡
代
昇
格

我
等
儀
岡
田
庄
太
夫
以
来
引
続
出
精
相
勤
候
二
付
　
今
般
西
国

筋
御
郡
代
布
衣
被
仰
付
　
其
上
我
等
養
太
夫
両
家
之
内
ヨ
リ
永

々
支
配
可
致
旨
被
仰
渡
候
間
　
弥
以
兼
々
申
付
候
御
仕
置
筋
厳

重
可
相
守
候
　
此
廻
状
早
々
順
達
庄
屋
組
頭
百
姓
代
次
添
請
書

令
印
形
留
り
村
ヨ
リ
最
寄
御
役
所
へ
可
相
返
候
也

　
亥
　
七
月

　
　
　
　
　
揖
十
太

　
　
　
　
　
　
　
速
見
郡
村
々

組　庄

頭　屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
　
姓
　
共

　
襖
の
下
張
り
か
ら
と
て
も
貴
重
な
史
料
が
出
て
く
る
こ
と
か
あ

り
ま
す
。
こ
の
文
書
は
、
旧
家
（
旧
中
石
垣
村
）
の
襖
か
ら
発
見
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